


宮崎大学との共同研究紹介（共同研究者 ⼯学部・関⼾知雄）
令和2年度 環境イノベーション支援事業（宮崎県産業振興機構）
多種類の不燃性産業廃棄物を活⽤した路盤材およびブロックの開発

目的
解体系廃石膏ボードを土木資材
に再利⽤するための技術開発

特許出願中：石膏ボード廃材を利用した土木資材とその製造方法（Ｐ１０ＦＥ２１ＡＡ）

実験材料
粉砕廃石膏、石粉、粉
砕廃ガラス、セメント

有効利用
多用途コン
クリートブ
ロック

路盤材

宮崎大学との共同研究紹介（共同研究者 ⼯学部・関⼾知雄）
令和3年度 高等教育コンソーシアム宮崎 公募型卒業研究テーマ
生物処理を利用した食品廃棄物固形燃料化のための前処理技術開発

解体系
廃石膏
ボード

圧縮強度試験

研究内容

環境影響試験

0

5

10

15

20

25

30

35

40

FA0P0 FA0P5 FA25P5 FA0P10 FA25P10

T
O
C
濃
度
(m

g
/L
)

硫化水素発生目安30mg/L
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目的
微⽣物処理を利⽤した⾷品廃棄
物固形燃料化前処理技術の開発

微生物処理
（好気性）

研究内容

破砕
木材

食品
ごみ

廃プラ

固形燃
料化

⾷品ごみと破砕木材を混合
⇒断熱装置内で定期的に攪拌

溶解性有機物量、塩素含有量測定

RDF製造（プラスチックを添加）
固形燃料︓
微⽣物処理物（⾷品
ごみ︓破砕木材＝
3︓7）︓プラ＝
１︓１

結果
・⽣物処理によって溶解性有機炭素量を70-88％削減可能
・塩素含有量はボイラー等で使⽤可能な範囲（0.12%）
・⼆酸化炭素排出量低減効果を可能
・カロリーベースでは石炭よりも割高、低コスト化が必要


